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北， 東，南側がそれぞれ三国山地，箱根山，愛鷹山に援し，主峰叙ケ峰と十笠木を結ぶ線を西

!浪とする面積約 300km
2の地域を東富士山麓と呼ぶことにする。

指数曲線的なスロ ープと広大な裾野をもっ東富士山麓の約半分は，大野原で代表されるように，

地表に溶岩が露出しているため農地に適さず，古く から演習揚として使用されている。しかし，

御殿場市街地がのる扇状地と，その周辺緩斜地は土地利用が進み，湧7](と作井によって地下水を

利用 した高冷地農業が営まれている九

東富士山麓は大きくみると東に聞けた扇形を示し，地形勾配は標高 1，000m 付近で 1/10であ

るが，標高 470mにある御殿場市街地付近では 1/40と緩くなる。

指数曲線的な形態を示すスロープも細かくみる とかな り複雑であ る。 印野から滝ケ原にかけて

と，十旦木北方の平塚山付近には明瞭な地形変曲点が認められ，富士山頂を中心とした同心円状

の速なりをみせている。 この地形変曲点に沿って後述する回合，川柳，弁当揚， 水の塚，白水な

どの小湧水が分布する (1)。さらに，東富士山麓のほぼ中央部中腹から東流する浸食谷の砂沢を境

にして，北側と南側では地形に大きな差が認められる。北部は扇状地性のなだらかな斜面から，な

り，浅い浸食谷には常時流水をみるが，南部は溶岩流によってつくられた起伏に富んだ地形から

なり ，浸食谷には常時流をもたない。

富士山艇と箱根山麓の裾合部には，鮎沢川と黄瀬川が御殿場市街地付近を分水嶺としてそれぞ

れ北および商流している。鮎沢川は小山町で三国山地の南麓を東流する須川 と合流するが，この

流域には湧水が多いので河川流量も豊かである。黄瀬川も湧水や箱根山からの支流を集め，かな

りの水量を保ち，はなはだしく 下刻されて流域に 2 ~ 3 段の丘陵をつくる。裾野市街地付近で，

富士山麓と愛崎山麓の裾合部を東流する佐野川を合流するが，河床には多孔質の溶岩が露頭し浸

透量も大きい。

東富士山麓における富士火山l噴出物の基盤は，北方の三国山地を椛成する御坂層，南側の愛隠

火山噴出物ならびに東側の箱根古期外輪火山噴出物と考えられている。これらの基盤岩‘類を不整

合に覆って，古富士泥流が広く分布し，そのよに北部地域では古期火山砂機層，新期泥流，新期

火山砂礁周が順次重なり，南部地域では，古期溶岩類が広大な分布をみせ， さらに標高 900mの

十里木付近には，新期の寄生火山浴岩が分布している。南部地域で、は，古期溶宕類の上を新期火

山砂磯層が薄く担っている。これらの地層を水文地質的に分類すると表 2-3-31のようになる。

* 富士火山の水文地質学的研究は古くから多くの人々によってなされてきた。中でも神原 (1929)は全体
的に総括し，浴岩や火山砂磯に浸透した雨水が下位にある集塊質泥流を不透水性基盤として流下して山麓

の湧水を形成することを指摘している。しかし，組織的な地下水調査が行われたのは 1945年以降で，農

業用水を対象とした農林水産省と工業用水を対象とした通商産業省が主体であった。これらの調査の結果

は，政回 (1951，1952)，村下 (1951)，柴崎 ・小沢 (1958)，落合 ・木村・朝倉 (1959)，志村 (1960)，

宮本 (1967，1968)などによって発表されている。 この調査に，電気探査，5!~性波探査，放射能探査など

の物理探査が導入されたことは特記すべきことであり，井戸位置選定に威力を発節した。
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表 2-3-31 富士火山(東富士山麓〉水文士山賀庖序表

地質時代 | 層 序
ιc， 
疋王 キ百 r

、
」
A下・也キL，

現河床推t11庖 現河床をつくる砂，臨粘土，シ川| ム
Y，=bE ・
扇状地准 4務21I脳re!i 砂磯，粘土， シノレト ム

第 および段丘娩

新矧火山砂期磁泥流II'!'; 火山砂，火山灰，スコリアおよび泥流| 。
および新

新
新期浴岩治~ I玄武場糊 。

四 古期火山砂酬|火山砂，火山磯，スコリァ，火山灰 。
1止
古期溶岩類 玄武岩溶岩，1Wい火山砂礁をj炎む 。

紀 吏
古富士泥流|集塊質泥流，火山角聡火山砂礁 。

新 箱火根山古噴矧出外 l物iIF||安山溶治および同質火山砕屑治類 。
f社 愛股火山噴出物 安山岩訴事および同質火山砕j宵岩類 。

第三判中新世 |御 坂 j百|砂場， li醐，泥岩，凝灰岩

。有力な地下水が賦存する。
0 揚所によってはかなり の地下水が期待できる。
A 岩千の地下水は期待で‘きる。

× 不透水層 (水文地質的基盤〉。

御坂層は，地域北側にある三国山地を椛成する第三紀中新-ll!:の地層で，砂岩，磯岩，泥岩およ

び凝灰岩よ りなる。団結度が高く，裂か水を除き地下水は望めず，水文地質的基盤と考えられる。

愛府火山噴出物は，地域南側の愛庇火山を構成する玄武岩~安山岩溶岩と火山砕屑岩である。ま

た，箱根古期外輪火山l噴出物は，鮎沢)1[と賞瀬川以来の箱板山麓を椛成する安山岩溶岩と火山砕

屑岩および石英安山岩質浮石層からなる。ともに溶岩またはノレーズな火山砂喋層に有力な地下水

が賦存する。古富士泥流は，地域北部の鮎沢)I[と須川の浸食崖に露頭しているが，深井戸柱状図

を検討すると，新富士火山噴出物の下に全域にわたり分布している ことが判明した。玄武岩質の

集塊質泥流であるが，中に火山砂磯，火山砂を挟み，これが有力な帯水層となっている。古期溶

岩類は，砂沢南部の大野原を構成する玄武岩浴岩で，古い方から三島溶岩，畑岡溶岩，下和田溶

岩，EP野溶岩，堀金浴岩に分類されている(九三島溶岩は，須山付近で 100mを超す厚層で，

愛府山と箱根山麓を閲する古黄瀬川の谷に沿って流下 し，三島市に迷している。畑岡溶岩もかな

り厚く ，図 2-3-106に示した井戸 14では 70m 付近までが本岩である ことが宮本 (1968)によっ

て確かめられている (3)(付。下和田溶岩，印野溶岩はともに 10m程度の厚さであるが，広範囲に

分布しているのが特徴である。 これらの溶岩流の聞には，スコリア，火山灰，火山砂礁の簿層を

挟むのが普通で，溶岩流の上面に古土壊をのせている。砂沢以北では，これらの溶岩流は新期泥

流，扇状地堆積層の下に没し露頭をみる ことができない。須川の浸食産には，古富士泥流の上に

厚さ 20mを超す火山砂礁がのり， さらにその上に新期泥流が重なる。新期泥流の下底から 3m

位下位に厚さ 1m位の古土壌があり，町田 (1964)によって富士黒土層と呼ばれた (5)。宮本は，

古富士泥流上回から この古土壌に至るまでの堆積物を古期火山砂磯層と呼んでいる。火山灰 とス

コリアからなる降下土佐積物の互層で，ス コリアが圧倒的に多い。砂沢以北の緩斜地で掘削された

深井戸には，この火山砂礁層の中に厚さ 5-10mの溶岩を 1- 2枚挟んでいるこ とが多い。 この
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溶岩のうち，あるものは明らかに印野溶岩流に相当する。古期火山砂磯層と古期溶岩のこのよう

な分布関係から，この両層は同時期にl噴出されたものと考えられる。古期火山砂l深層は未固結で，

良好な;貯水層を形成している。新期泥流は，古期火山砂牒層を覆って，須走から御殿場， 小山町

にかけて広く分布している。色調，岩相，岩塊の構成鉱物などは古富士泥流に酷似しており，野

外で両者の区別は困難である。深井戸資料を検討すると，本層は御殿場市街地の西側で最も厚く

最大 60mに達するが，周辺部では薄層化する傾向をもっ。新期火山砂1深層は新期泥流の上に重

スコリアの互層で最上位に宝永砂がのっている。砂沢以南で古期溶岩類の上にのる

本層は 11n 以下の薄層であるが，北進するに従い厚さを増 し，大御神本村付近では 15~20 m とな

図 2-3-104

なる火山灰，
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る。 印野~滝ケ原，十里木北方の地形変曲点には本眉を帯水層とした小湧水が分布する。扇状地

堆積層は御殿場扇状地をつくる砂喋，粘土層であり，段丘堆積層は黄瀬川， 鮎沢川に沿ってわず

かに河岸段丘をつくる。ともに未固結の砂磯層であるが，層厚が薄く，かつ分布が小範囲である

ので，現河床堆積物とともに大量の地下水を期待することは困難である(図2-3-104，105)。
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図 2-3-105 地 質 l新 聞図

東富士山麓の湧水は，その湧出機構から次の ように大別することができる。
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A型:新期泥流を不透水層と し， そのよに重なる ~fr期火山砂磯層の中を流動 した地下水が地形

変曲点で湧出する。

B型:古富士泥流を不透水層とし，古期火山砂礁周の中を流動した地下水が地形変曲点で湧水

となる。

印野~滝ケ原の地形変曲点に分布する団合， ) 11棚J，鍋有沢，中清水湧水および十旦木北方の地

形変rtll点にある弁当場，白水湧水はA型に属し，須川湧水はB型に属する。 A型湧水の湧出量は

一般に少なく，鍋有沢湧水の 0.1m3/s (1964年 3月宮本概lJllDが最も大きい。 これに反し， B型に

属する須川湧水は 2ln~ /s (1959年3月宮本概測)と大量である。
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@古 箭士 泥 流

@ 愛燃火山噴出物

図 2-3-106 代表的な井戸柱状図

東富士山麓には 200カ所を超す深井戸が存在しているが，これらの井戸は北部緩傾斜地の標高

700m以下の地域と南部溶岩分布地の十笠木から御宿にかけての佐野川沿いに集中している。

代表的な井戸の諸元と柱状図を表 2-3-32および図 2-3-106に示す。

上表のうち，井戸番号 1~13 までは砂沢以北の緩斜地に， 15~ 22 までは砂沢以南の溶岩分布

地に存在する。

採水量;にはかなりのばらつきがみられるが，大体 1弁当り 1，000m
3
/d以上を採水しているも

のが多く ，中には口径 300mmで 5，000ma/dを得ているもの もある。

+O.5m黄褐色粘土質泥流・新J切泥流

湧水ならびに井戸資料を検討した結果，

帯水層は次のように分類される。

新期火山砂磯層に賦存する地下水:新

期火山砂磯層のみを採水対象とした井戸

はないが，印野~滝ケ原および

方の地形変曲点にある鍋有沢，中清水，

図 2-3-107 弁当揚湧水 (標高 1，000m) 団合，川柳，弁当揚，白水の諸湧水は本

型に属する。一般に湧出量は少ないが，鍋有沢湧水は 0.1m3/s (1959年)，弁当揚湧水は 0.007

m3/s (1966 年〉 を有する。老~期火山砂l深層の透水係数は 1~7X10-4 m/sである (図2-3-107)。

古期火山砂磯層および古期溶岩類中の地下水・この地下水は，東富士山麓における最も有力な

地下水であり，この地下水を対象としている井戸が圧倒的に多い。井戸の大部分は 1井当り

1，000 m3/d以上を採水しているが，中には 5，000m3/c1を得ている ものもある。砂沢以北の新期

泥流分布地では，地下水は被圧 されており，御殿場市街地西方の標高 450m より低い地域では
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自噴井となっている。しかし， 砂沢以南の古期溶岩分布地では不圧から準被圧地下水となり，十

里木にある大昭和観光井〈井戸番号22)の地下水面は地表から 173m と深い。透水係数は 3X

1O-4_ 1X10-3 m(sである。

古富士泥流中の地下水:古富士泥流のみを対象とした井戸はないが，ほとんどの井戸が本層中

に 20-40m 掘り込み，その中にも ストレーナーを設け，上位の古期火山砂喋層または古期溶岩

類中の地下水とと もに採水している。古富士泥流中に賦存する地下水がどの程度採水で、きるのか

は明らかでない。透水性は古期火山砂1深層や古期溶岩類に劣るとはいえ，集水域がきわめて大き

いので有力な採水対象層となり得る。 透水係数は場所によってかなり異なるが 1O-5_ 1O-7m(sの

間にある。

箱根古期外輪火山噴出物・愛鷹火山噴出物中の地下水:富士火山l噴出物で現われている地域で

は，箱根古期外輪火山噴出物を対象とした井戸はないが，鮎沢川上流部の箱根山麓にある東山湖

畔には，箱根古期外輪火山l噴出物を掘削した深さ 50-60m の井戸が 2井あり，1，800-2，000 mJ(d 

の採水をしている。 また，十旦木の愛鷹山麓にある小泉アフリカ・ライオン ・サファリ 一井は愛

鷹火山噴出物を 250m掘削し約 700m3(dの水量を得ており，今里の愛臆山麓にある富士裾野カ

ントリ ークラブ井(標高357m)は深さ 180mで 1，400m3(dを得ている。このように，箱根古期

外輪火山噴出物および愛鷹火山噴出物中にも，場所によってはかなり有力な地下水が賦存してい

ること治まわ泊〉る。

既設深井戸資料をも とに作図した地下水面等高線を図 2-3-104に示す。同図から，本地域の地

下水面は大きくみると富士山頂を中心とした同心円を示していることがわかる。 しかし，細かく

みると局部的にはかなりみだれがみられる。すなわち，箱根山麓に沿って顕著な地下水谷があり，

御殿場市街地の東側を分水嶺として，鮎沢川に沿って北流するものと，黄瀬川に沿って南流する

ものに分かれる。 このほか山麓緩傾斜地には，放射状に東流する 3条の地下水面の凹部がある。

その 1は，富士山ゴノレフ揚から須川に沿って東流するものであり，その 2は滝ケ原から中畑を通

り御殿場市街地に向かうものである。また，その 3は時の巣から板妻を通り駒門に至る地水下面

の凹部である。地下水面勾配は，砂沢以北の緩傾斜地で 1(29，砂沢以南の溶岩分布地で 1(18と

なっており，北部に比べ南部が急となっている。 しかし，地形勾配は北部で 1(36，南部で 1(24

であるので，地下水面勾配の方がかなり経やかである。なお，愛府山寄りの須山から十旦木にか

けての地下水面の形態は，愛脂山麓に賦存する地下水が富士山麓 1-史木方面からも補給されてい

ることを示唆している。

本地域にある井戸の比湧出量は 50-6，000m3(dfmとはなはだしく変化している。比湧出量等

値線の形態、は図 2-3-104に示したようになる。 同図から，須川流域の大御神から策現実}11と佐野川

の合流点にかけて幅 2-3kmで 250m3(d(m 以上の高数値帯があり，十m.木から金沢にかけて

の愛府山寄りにも 500m-1 kmの幅で高数値帯が存在している ことがわかるが，須走と大野原

を結ぶ椋より西側の高標高地と御殿場市街地東方(箱根山箆より〉は 100m3(d(m以下の低数値帯

となっている。

〈志村 馨・佐藤昭〕
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15. 愛鷹 山 麓

(1) 地形・地質

愛l龍山は富士山の南側に位置する第四紀の火山で， その北函館は富士火山， 東箆は策瀬川を挟

んで箱根火山に，また南麓は駿河湾に接している。活動最盛期には 2，500m くらいの高さを有し

たと考えられているが，山体は破壊され，現在，最高峰である越前岳でも 1，507mである。山体

の中心は極端に北に偏しており，南東方には広大な裾野が聞けている。放射状の深いV字谷が良

く発達し，浸食比は約 29%で，箱根西麓の 20%よりかなり大きい。南麓の標高 300m以下には

緩斜面が残されており，畑地として利用されている。

愛J.~~火山の基盤岩は地表ではみることができない。しかし， 富士南麓の標高 700111 地点で掘削

された石、油試掘井のコアーを鑑定した津屋 (1968)によれば，地表から 280m まで新富士火山I噴

出物，400 m くらいまで古富士火山噴出物，600mくらいまで愛庇火山噴出物で，以深は御坂層

に属する変質した凝灰岩，安山岩と砂岩であるという (2)。したがって，この火山の基盤が第三紀

中新世の御坂層であることはまずH打違いないであろう。沢村 (1955)は，本火山の活動を玄武岩

を噴出した旧期活動と安山岩を噴出した新期活動に大別し，両者の聞に悲千の浸食期を考えてい

る (6) 。 旧期活動は玄武治機岩と同質の火砕岩からなっていて，愛J.\~~火山体の主音[1を構成し，下部

火砕岩，中部火砕岩および上部火砕岩に細分される。 下部火砕岩は，赤誠j}ljと須主jlt川上流部の標

高 600m 以上の高地 に分布する。よく締まった集塊岩~凝灰角凝磯岩からなり，7.1<文地質的に

は難透水~不透水性である。 中部火砕岩は山麓に広く分布する隷~暗灰色の火山砂I深層を主とす

る地層で，中に凝灰角磯岩，スコリアを挟む。火山砂磯やスコリアは未固結のことが多く，その

部分が有力な帯水層となっている。本層の下部には，井戸 1，2にみられるように溶岩を伴うこ

ともある。 上部火砕岩は凝灰角磯岩を優勢とするが，中に玄武岩の溶岩を伴う。主として， 111体

の中腹から上に分布するが，柳沢，南一色付近では待状に裾野にまで流れてきている。長泉町と

栂野市の境界をなす梅ノ木沢下流部にみられる玄武岩溶岩は本層に属する。梅ノ木沢下流部の東

名高速道路鉄橋下には，この溶岩より湧出す る 500 ~ 600 m3fdの湧水がある。

新期活動は主として安山岩の溶岩を噴出し，山体を成長させた。山頂付近を主分布地とするが，

長泉町の桃沢川右岸では高山まで流れ出している。地域北方にある黒岳の活動も新期と考えられ

ている。分布が狭いので、有力な地下水は期待できない。

山麓の表面にはロ ーム眉が最大 20m の厚さで覆っており，放射状の浸食谷の底部には沖積層


